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『Together with Africa and Asia Association 

1 ⑲ ⑲4年初瀕にあたって

会の活動に直接携わっているメンバ ー の感想、 抱負などを御紹介します。 （月祖）

＊希望が見えてきた 松本富美江（会Ith)
選挙を目前にしてか、近頃南アフリカの動きが活発になってきた， 多少は南アフリカに 

関わる者として希望が見えてきたような気もする。
私にとって南アはまだまだ遠い国だ。 日本に住んでいて私は人権が踏み躍られるような 

経験などさしてしたこともない。 それでも日常の生活では小さなことでも不平不満を言う 
私でもある。

地球上には、まだ人間が人間としての尊厳を保つことが難しい国、 人と平等に扱われる 
ことを要求しても通らない国がある。 関わらなければ、その人達の心の痛みを知らないて 
すむのかもしれないし、 当事者でなければ関係ないかもしれない。 でも、いつ自分が当事 
者とならないと言えるだろうか． 人が生き生きと生活できる世の中をつくりたい。 そのた 
めに、いったい自分になにが出来るだろうか。その一 つの方法としての本を送るということ 
を通して、少しでも役立てることに感謝しています。

これからもっと他に何かできるのかを模索していきたいと思います。

 

＊国籍のなかったことに衝繋 嶽あゆみ（会日）
昨日のテレビのニュ ー スで黒人（南ア）に国籍が与えられたというような報道がされてい 

ましたが、 アフリカは黒人の国と思っていましたが、今まで国籍もなかったということに

ショックでした。
これからも、 南アには大変な事がたくさんあると思いますが、少しでもお役に立ちたい

と思っております。

＊教育はすべて(])甚本 長田暁子（会輝）
昨年は 一 度しかお手伝い出来なくてすみませんでした。 今年はもっとちゃんと｛午葵に参

加できるようにしますので、 よろしくお願いします。
先進固政府は現在のアフリカには山禎する問題について解決能力が無いと判断してるよ

うですが、 そう思うならば、彼らが能力を身に付けられるように手助けをする事こそ本当
の援助だと思います。 そういう意昧も含めて教育は仝ての甚本です。 教材が蕪ければ余っ
ている私たちの日本から送るのが「持てる者」としての義務ではないてしょうか。 特別の
事をするのではなく、 出来る事をすれば良いのだと思います。
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